
平
成
十
九
年
度
予
算
で
は
、
財

源
を
積
極
的
に
確
保
し
つ
つ
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
効

率
的
な
財
源
の
配
分
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
要
望
や
重
要
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
各
種
施
策
・
事
業
に
対

し
て
、
重
点
的
な
予
算
の
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

九
百
二
十
七
億
五
千
万
円
で
す
。

前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
五
十
一

億
二
千
万
円
、
５
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て

市
税
は
、
市
民
税
な
ど
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
概
要

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要

地
方
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
本
市

に
お
い
て
も
、
景
気

回
復
の
影
響
な
ど
に

よ
り
税
収
の
増
加
は

見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
一
般
財
源
総
額
の
大

幅
な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
で
は
、
財

源
の
積
極
的
な
確
保
と
合
理
化
・
効
率
化
に
よ
る
歳
出
削
減
を

図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分
を
行
う
こ
と
で
、
市
民

の
皆
様
が
生
き
生
き
と
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
中
核
市

と
し
て
地
域
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
「
平
成
19
年
度
予
算
の
概
要
」
で
は
、
完
成
前
の
施
設
・
制

定
前
の
条
例
に
付
く
（
仮
称
）
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

＊
「
平
成
19
年
度
の
川
越
市
予
算
説
明
書
」
は
、
財
政
課
（
本

庁
舎
四
階
）
・
図
書
館
・
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平成19年度予算規模
一般会計 927億5,000万円 （前年度比5.8％増）
特別会計 805億3,021万4,000円（前年度比0.7％増）
総　　計 1,732億8,021万4,000円（前年度比3.4％増）
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度
当
初
予
算
対
比
で
五
十
二
億
五

百
六
万
九
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
は
、
所
得
譲
与
税

が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
前
年
度
当

初
予
算
対
比
で
二
十
三
億
七
千
七

百
九
万
二
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

の
交
付
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
特
別
交
付
税
の
三
億
五
千
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
制
度
改
正
に
伴

う
国
庫
負
担
金
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
四
億
四
千
四
百
四
十
九

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

市
債
は
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
債
、
高
階
地
区
公
共
施
設

整
備
事
業
債
な
ど
の
増
加
の
た

め
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
二

十
二
億
七
千
八
百
八
十
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

？
予算の

はてな

①一般会計と特別会計
一般会計とは、市の中心的な会計のことで、行政運営の基本
的な経費を計上したものです。一方、特定の事業について、特
定の歳入と歳出を一般会計と区分して経理するものを特別会計
といいます。



歳入
自

主

財
源

財
源

存
依

市税（58.6％）市税（58.6％）市税（58.6％）
542億9,510万5,000円542億9,510万5,000円542億9,510万5,000円

国庫支出金（7.8％）国庫支出金（7.8％）国庫支出金（7.8％）
71億9,222万円71億9,222万円71億9,222万円

市債（8.6％）市債（8.6％）市債（8.6％）
80億740万円80億740万円80億740万円

諸収入（4.5％）諸収入（4.5％）諸収入（4.5％）
41億4,185万4,000円41億4,185万4,000円41億4,185万4,000円

その他①（6.3％）その他①（6.3％）その他①（6.3％）
59億998万5,000円59億998万5,000円59億998万5,000円

繰入金（2.7％）繰入金（2.7％）繰入金（2.7％）
25億264万1,000円25億264万1,000円25億264万1,000円

一 般 会 計

歳入
927億5,000万円

（100％）
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県支出金（4.7％）県支出金（4.7％）県支出金（4.7％）
43億6,995万6,000円43億6,995万6,000円43億6,995万6,000円

その他②（6.8％）
63億3,083万9,000円

歳入の用語解説
市税（前年比10.6％増）
市民の皆さんが市に納める税金

諸収入（前年比2.2％減）
預金利子や雑収入など

繰入金（前年比20.7％減）
一般会計の不足分などを補うために、

基金などから繰り入れるお金

その他①
主な内訳は次のとおりです

繰越金＝23億円
使用料・手数料＝17億263万9,000円
財産収入＝10億3,759万円
市債（前年比39.8％増）
事業のために、国などから借り入れる

お金

国庫支出金（前年比5.8％減）
特定の事業の財源として国から交付さ

れるお金

県支出金（前年比74.7％増）
特定の事業の財源として県から交付さ

れるお金

その他②
主な内訳は次のとおりです

地方消費税交付金＝28億8,727万円
地方譲与税＝９億4,500万円
自動車取得税交付金＝７億6,000万円

②自主財源と依存財源
市税など、市が自前で確保することができるお金を
自主財源といい、国庫支出金や市債など、ほかに依存
するお金を依存財源といいます。一般に、自主財源が
多い方が財政の安定度は高いとされています。
？
予算の

はてな

歳
出
に
つ
い
て

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整
備

地
域
産
業
の
振
興
や
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
活
動
・
交
流
を
促
進
し
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
る
施
設
と
し

て
、
県
と
共
同
し
て
整
備
を
進
め

ま
す
。
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
民

間
の
技
術
や
資
金
を
活
用
し
た
事

業
手
法
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う

に
、
児
童
手
当
の
拡
充
・
家
庭
保

育
室
保
育
料
の
軽
減
・
民
間
保
育

所
へ
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
条
例
制
定
の
た
め
の
具
体
的

な
検
討
を
進
め
、
今
年
度
中
の
制

定
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
屋
上

緑
化
・
壁
面
緑
化
へ
の
補
助
金
交

付
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進

不
要
な
レ
ジ
袋
を
断
る
「
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
、
せ

ん
定
枝
粉
砕
機
を
貸
し
出
し
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
・
資

源
化
を
図
り
ま
す
。

観
光
振
興

観
光
客
一
千
万
人
を
目
指
し
、

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
「
川
越
フ

ァ
ン
」
の
募
集
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
い
っ

そ
う
の
「
に
ぎ
わ
い
」
と
「
活
力
」

を
創
出
す
る
た
め
、
鏡
山
酒
造
跡

地
の
整
備
・
活
用
を
図
り
ま
す
。

本
川
越
駅
周
辺
お
よ
び
中
央
通
り

地
区
整
備

本
川
越
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て

は
、
駅
西
口
の
開
設
・
駅
前
広
場

お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
実

現
に
向
け
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

中
央
通
り
地
区
に
つ
い
て
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

災
害
対
策

災
害
備
蓄
庫
な
ど
の
整
備
・
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
川
越
市
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
・
危
機
管

理
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育

川
越
市
さ
わ
や
か
相
談
員
な
ど

の
配
置
や
い
じ
め
電
話
相
談
を
行

い
、
教
育
に
か
か
わ
る
相
談
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生

徒
の
科
学
に
対
す
る
興
味
や
関
心

を
高
め
る
「
川
越
市
科
学
わ
く
わ

く
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
、

走
る
こ
と
を
通
し
て
運
動
す
る
こ

と
の
喜
び
を
体
験
す
る
「
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

●自主財源（72.1％）
668億4,958万5,000円
●依存財源（27.9％）
259億41万5,000円


